
健
康
ガ
イ
ド

★
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー　
☎
２
４・１
３
８
６

★
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー　
☎
４
３・６
６
５
５

★
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん

集
団
検
診
の
受
付
開
始

【
検
診
日
・
会
場
・
受
付
時
間
】

検
診
日

会　
　
　

場

８
月
18
日（
月
）

八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

20
日（
水
）

27
日（
水
）

【
申
込
受
付
期
間
】

　

７
月
７
日
（
月
）
〜
11
日
（
金
）

※
電
話
ま
た
は
直
接
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

【
対
象
者
・
負
担
金
】

　
　
　
　
（
※
70
歳
以
上
の
方
無
料
）

・
子
宮
が
ん
（
20
歳
以
上
の
女
性
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
８
０
０
円

・
乳
が
ん
（
30
歳
以
上
の
女
性
）

　

30
〜
39
歳

　

超
音
波
検
診
…
１
０
０
０
円

　

40
〜
56
歳

　

超
音
波
検
診
…
１
０
０
０
円

　

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
…
１
０
０
０
円

　

57
歳
以
上

　

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
の
み

　
　
　
　
　
　
　
　

…
１
０
０
０
円

※
今
年
度
か
ら
乳
が
ん
検
診
の
視
触

診
は
、
集
団
検
診
で
は
実
施
し
ま
せ

ん
。
医
療
機
関
検
診
の
み
の
実
施
と

な
り
ま
す
。

※
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
は
、
19
年
度
に

受
け
て
い
な
い
方
が
対
象
。

★
特
定
健
康
診
査
・
健

康
診
査
（
集
団
健
診
）

　

石
岡
地
区
・
八
郷
地
区
の
特
定
健

康
診
査
・
健
康
診
査
（
集
団
健
診
）

を
実
施
し
ま
す
。
特
定
健
康
診
査
を

受
診
す
る
際
は
、「
特
定
健
康
診
査

受
診
券
」
と
「
保
険
証
」
が
必
要
で

す
。無
い
と
受
診
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

忘
れ
ず
に
持
参
く
だ
さ
い
。
国
保
以

外
の
方
で
市
の
特
定
健
診
を
希
望
す

る
場
合
は
、
石
岡
市
の
集
団
健
診
が

受
診
可
能
か
加
入
の
健
康
保
険
組
合

等
に
確
認
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
負
担

金
に
つ
い
て
も
確
認
願
い
ま
す
。

【
受
付
時
間
・
健
診
日
・
会
場
】

＊
石
岡
地
区

  

受
付
時
間　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時

                  

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

・
７
月
４
日
（
金
）　

市
民
会
館

・
８
月
１
日
（
金
）

　

石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

・
８
月
７
日
（
木
）・
８
日
（
金
）

　

東
地
区
公
民
館

＊
八
郷
地
区

  

受
付
時
間   

午
前
９
時
30
分
〜
11
時

                  

午
後
１
時
30
分
〜
３
時  

・
７
月
11
日
（
金
）

　

小
幡
地
区
公
民
館

・
７
月
25
日
（
金
）

　

小
桜
地
区
公
民
館

・
７
月
29
日
（
火
）

　

葦
穂
地
区
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー

・
７
月
30
日
（
水
）・
31
日
（
木
）

　

八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー　

【
項
目
・
負
担
金
】

・
特
定
健
康
診
査
（
国
民
健
康
保
険

   

加
入
者
に
限
る
）

　

40
〜
69
歳
…
１
０
０
０
円

　

70
〜
74
歳
…
無
料

・
健
康
診
査

   

後
期
高
齢
者

　

    

（
75
歳
以
上
）…
無
料

　

39
歳
以
下
…
２
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
（
申
し
込
み
が
必
要
）

・
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン（
対
象
40
歳
以
上
）

　

…
３
０
０
円（
70
歳
以
上
は
無
料
）

※
「
特
定
健
康
診
査
受
診
券
」
に
記

載
さ
れ
て
い
る
個
人
負
担
金
に
は
、

腹
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
料
金
の
３
０
０
円

は
、
含
ま
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
希
望

す
る
方
は
、
注
意
く
だ
さ
い
。

★
要
件
に
該
当
す
る
方

は
負
担
金
が
無
料
に
！

　

健
康
診
査
や
が
ん
検
診
は
、
次
の

①
か
ら
④
に
該
当
す
る
場
合
（
②
か

ら
④
は
証
明
書
等
が
必
要
）
に
は
、

負
担
金
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

①
満
70
歳
以
上
の
方

②
健
診
（
検
診
）
日
現
在
、
生
活
保

護
法
に
よ
る
被
保
護
者

③
当
該
年
度
分
市
町
村
民
税
非
課
税

世
帯
（
世
帯
員
全
員
が
非
課
税
）

④
障
害
者
手
帳
等
の
重
症
判
定
者

・
身
体
障
害
者
手
帳
（
１
・
２
級
）

・
療
育
手
帳
（
Ａ
・
Ａ
）

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳（
１
級
）

※
②
該
当
者
は
市
役
所 

社
会
福
祉
課

で
、
③
該
当
者
は
市
役
所 

税
務
課
・

総
合
支
所 

市
民
窓
口
課
で
証
明
を
受

け
て
、
健
診
当
日
持
参
く
だ
さ
い
。

④
該
当
者
は
、
健
診
当
日
障
害
者
手

帳
を
持
参
く
だ
さ
い
。

※
③
④
に
該
当
す
る
場
合
で
も
、
特

定
健
康
診
査
に
該
当
す
る
方
は
有
料

に
な
り
ま
す
。
不
明
な
点
に
つ
い
て

は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

○

★★

八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

★
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん

の
医
療
機
関
検
診

　

子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
の
集
団
検
診

を
受
診
し
な
い
方
は
、
指
定
医
療
機

関
で
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
国
保
以
外
の
方
も
、
受
診
可
能

で
す
。

　

医
療
機
関
検
診
を
希
望
す
る
方
に

は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
受
診

券
を
発
行
し
ま
す
。
受
診
券
の
有
効

期
間
は
発
行
日
か
ら
１
か
月
、
発
行

期
限
は
平
成
21
年
１
月
31
日
ま
で
で

す
。
有
効
期
間
内
に
受
診
で
き
な

か
っ
た
場
合
は
、
発
行
期
限
内
で
の

期
間
変
更
が
可
能
で
す
の
で
、
で
き

る
限
り
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

＊
子
宮
が
ん
（
70
歳
以
上
は
無
料
）

【
指
定
医
療
機
関
】

・
市
内

　

冨
田
産
婦
人
科
・
松
葉
産
婦
人
科

八
郷
地
区

・
午
後
12
時
30
分
〜
１
時
30
分
受
付

（
受
診
は
、
２
年
に
１
回
）

※
国
保
以
外
の
方
も
受
診
可
能
。

【
１
日
の
定
員
】

・
子
宮
が
ん
…
１
０
０
人

・
乳
が
ん
…
45
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

※
石
岡
地
区
は
10
月
に
実
施
予
定
。

が
ん
検
診

を
受
診
し

ま
し
ょ
う

広報いしおか　№６６　２２



八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
健
康
ク

ラ
ブ
（
は
じ
め
て
コ
ー
ス
）
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
、
参
加
し

て
健
康
の
た
め
に
、
体
を
動
か
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

　

詳
し
く
は
、
年
間
予
定
表
を
見
て

い
た
だ
く
か
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
参
加
者
の
声

「
び
っ
し
ょ
り
汗
を
か
き
、
動
い
た

〜
と
実
感
す
る
健
康
ク
ラ
ブ
の
日
。

帰
り
道
は
、
と
っ
て
も
気
持
ち
よ
く

自
転
車
を
こ
い
で
帰
れ
ま
す
」

（
健
康
ク
ラ
ブ
サ
ポ
ー
タ
ー
Ｉ
さ
ん
）

寝
た
き
り
に

　
　

な
ら
な
い
た
め
に

平
成
20
年
度
公
開
講
座

〜
理
学
療
法
（

士
）

が
で
き
る
こ
と
〜

★★

★
献
血

７
月
２
日
（
水
）

・
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

　

石
岡
市
役
所

７
月
８
日
（
火
）

・
午
前
９
時
30
分

　

〜
午
後
４
時

　

茨
城
理
容
美
容
専
門
学
校

７
月
11
日
（
金
）

・
午
後
１
時
〜
３
時
30
分

　

山
王
台
病
院

７
月
23
日
（
水
）

・
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　

や
さ
と
農
業
協
働
組
合

・
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　

豊
後
荘
病
院

　

ピ
カ
ピ
カ
歯

み
が
き
教
室
の

申
し
込
み
を
受

け
付
け
ま
す
。

　

こ
の
教
室
は
、
毎
月
実
施
し
て
い

る
２
歳
児
母
子
歯
科
健
診
と
同
時
に

開
催
し
て
い
ま
す
。

【
日
時
】
７
月
９
日
（
水
）

　

受
付 

午
後
１
時
30
分
〜
２
時

【
定
員
】
15
人

【
内
容
】

　

歯
み
が
き
指
導
と
フ
ッ
化
物
塗
布

【
対
象
】

　

永
久
歯
の
生
え
て
い
る
未
就
学
児

【
会
場
】
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

★
ピ
カ
ピ
カ
歯
み
が
き

教
室
を
開
催
！

石
岡
地
区

★
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
の

参
加
者
募
集
！

　

食
べ
る
こ
と
は
生
活
の
楽
し
み
で

す
。
家
族
で
食
事
を
す
る
の
は
も
ち

ろ
ん
、
準
備
や
後
片
付
け
も
子
ど
も

・
市
外
に
つ
い
て
は
、
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】
20
歳
以
上
の
女
性

【
負
担
金
】
１
６
０
０
円

＊
乳
が
ん

【
指
定
医
療
機
関
】

・
石
岡
市
医
師
会
病
院

・
山
王
台
病
院

【
項
目
】

　

30
〜
39
歳

　

・
視
触
診
と
超
音
波
検
診

　

40
〜
56
歳

　

・
視
触
診
と
超
音
波
検
診

　

・
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

　

57
歳
以
上

　

・
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
の
み

※
視
触
診
と
超
音
波
検
診
は
、
必
ず

セ
ッ
ト
で
の
受
診
に
な
り
ま
す
。

※
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
は
、
19
年
度
に

受
け
て
い
な
い
方
が
対
象
で
す
。

（
受
診
は
、
２
年
に
１
回
）

【
負
担
金
】（
70
歳
以
上
は
無
料
）　

・
視
触
診
…
８
０
０
円

・
超
音
波
検
診
…
１
０
０
０
円

・
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
…
１
０
０
０
円

と
一
緒
に
す
る
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
ら
れ
、
子
ど
も
の

「
や
り
た
い
」「
で
き
た
」「
楽
し
い
」

「
お
い
し
い
」
と
い
う
気
持
ち
を
育

て
ま
す
。

　

親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
に
参
加
し
て
、

子
ど
も
と
一
緒
に
食
事
作
り
を
楽
し

ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

【
会
場
（
申
し
込
み
先
）・
期
日
】

＊
石
岡
地
区　

石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

・
７
月
29
日
（
火
）

・
７
月
30
日
（
水
）

＊
八
郷
地
区　

八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

・
７
月
27
日
（
日
）

・
８
月
10
日
（
日
）

【
時
間
】

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
12
時
30
分

【
対
象
者
・
定
員
】

・
石
岡
地
区
…
３
歳
児
か
ら
就
学
前

　

の
親
子
・
１
日
15
組

・
八
郷
地
区
…
４
歳
児
か
ら
就
学
前

　

の
親
子
・
１
日
15
組

【
内
容
】

　

紙
芝
居
・
歌
・
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ

★
健
康
の
た
め
に
体
を

動
か
し
ま
せ
ん
か
？

　

石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
健
康

ク
ラ
ブ
や
ダ
イ
エ
ッ
ト
倶
楽
部
を
、

【
申
込
期
間
】

　

７
月
１
日
（
火
）
〜
18
日
（
金
）

※
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
受
講
申
込
者
に
は
、
後
日
詳
細
を

通
知
し
ま
す
。

　
（
社
）茨
城
県
理
学
療
法
士
会
で
は
、

「
寝
た
き
り
に
な

ら
な
い
た
め
に

〜
理
学
療
法（
士
）

が
で
き
る
こ
と

〜
」を
テ
ー
マ
に
、

公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

事
前
の
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

● 

日
時　

７
月
13
日
（
日
）

　

 

午
後
２
時
〜
５
時

● 

会
場　

　

つ
く
ば
国
際
大
学 

キ
ャ
ン
パ
ス 

　

Ｃ
‐
３
０
１
教
室

　
（
土
浦
市
真
鍋
６
‐
20
‐
１
）

● 

費
用　

無
料

● 

問
い
合
わ
せ

・
社
団
法
人　

茨
城
県
理
学
療
法
士

　

会
事
務
局

　

(

筑
波
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
病

　

院　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
療
法

　

科
内
）

　

☎
０
２
９
・
８
５
１
・
３
５
１
１

・
石
岡
循
環
器
科
脳
神
経
外
科
病
院

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部

　
　
　
　
　
　
　
（
担
当　

村
田
）

　

☎
５
８
・
５
２
１
１

２３　広報いしおか　№６６



 シリーズ　㉞
文化振興課

 

常
陸
風
土
記
の
丘

                 

新
規
展
示
品

 　

 
 

人じ

ん

ぶ

つ
物

埴は

に

わ輪

　

今
回
は
、
昨
年
度
新
た
に
常
陸
風

土
記
の
丘
に
展
示
し
た
埴
輪
を
紹
介

し
ま
す
。

　

こ
の
埴
輪
は
、
柿
岡
地
区
高
友
に

存
在
す
る
丸
山
４
号
墳
（
二
子
塚
古

墳
）
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
す
。
丸

山
４
号
墳
は
、
以
前
も
こ
の
コ
ー
ナ

ー
で
紹
介
し
ま
し
た
が
、
古
墳
時
代

の
後
期
（
お
よ
そ
１
５
０
０
年
前
）

に
造
ら
れ
た
前
方
後
円
墳
で
す
。
昭

和
29
年
（
１
９
５
４
）
に
発
掘
調
査

が
行
わ
れ
、
60
個
以
上
の
埴
輪
が
出

土
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
展
示
し
た
の
は
、
そ
の
う
ち

の
一
つ
で
、
人
物
の
形
を
し
た
埴
輪

（
人
物
埴
輪
）
で
す
。
埴
輪
を
見
て

み
る
と
、
頭
に
は
三
角
頭ず

き
ん巾

の
形
を

し
た
冠か

ん
ぼ
う帽
（
帽
子
）
を
か
ぶ
っ
て
い

ま
す
。
両
手
の
腕
の
部
分
は
欠
け
て

し
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
他
の
資
料
を

参
考
に
す
る
と
、
胸
前
に
あ
げ
て
い

た
よ
う
で
す
。
葬
儀
の
と
き
の
様
子

を
表
し
た
も
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
こ
の
ほ
か
に
も
女
性
の

人
物
埴
輪
や
、
琴
の
形
を
し
た
埴
輪

も
出
土
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
丸
山
４
号
墳
の
埴

輪
と
似
た
埴
輪
は
、
石
岡
市
内
だ
け

で
は
な
く
、
筑
波
山
を
越
え
た
筑
西

市
や
、
さ
ら
に
は
千
葉
県
の
成
田
市

周
辺
で
も
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
ど

こ
で
作
ら
れ
た
の
か
は
わ
か
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
霞
ヶ
浦
を
中
心
と
し
た

水
上
交
通
を
利
用
し
て
運
ば
れ
た
の

で
し
ょ
う
か
。
当
時
の
人
々
の
交
流

の
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

な
お
、
旧
八
郷
町
か
ら
出
土
し
た

資
料
の
一
部
は
、
中
央
公
民
館
に
て

展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
常
陸
風

土
記
の
丘
で
展
示
さ
れ
る
の
は
、
今

回
が
初
め
て
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
も
随
時
展
示
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
中
央
公
民
館
の
展
示
も

現
在
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

▲延暦十五年二月二とかかれています

ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー
ニ
ュ
ー
ス

問
い
合
わ
せ　

☎
２
７
・
５
１
７
１

開
館
時
間
：
午
前
10
時
～
午
後
８
時　

休
館
日
：
木
曜
日

☆
７
月
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
…
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

◆
お
は
な
し
な
あ
に
（
読
み
き
か
せ
会
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

７
／
12
（
土
）
午
後
２
時
～

◆
折
り
紙
教
室　

７
／
26
（
土
）
午
後
１
時
30
分

◆
育
児
サ
ー
ク
ル（
わ
ん
に
ゃ
ん
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

毎
週
火
曜  

午
前
10
時
30
分

◆
心
と
体
の
健
康
相
談
／
お
し
ゃ
べ
り
交
流
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

毎
週
水
曜  

午
前
10
時

◆
日
本
語
教
室　

 

毎
週
金
曜  

午
前
10
時

◆
ち
り
め
ん
小
物
つ
く
り　

７
／
５
・
19
（
土
）
午
前
11
時

駐
車
場
は
、
ま
ち
か
ど
情
報

セ
ン
タ
ー
駐
車
場
（
向
か
い

側
）・
市
営
駐
車
場
を
利
用

く
だ
さ
い
。

ミニギャラリー
「
お
も
ち
ゃ
と
ぼ
く
ら
の
夏
休
み
」

ま
ち
か
ど
音
楽
祭

日
時　

７
月
27
日
（
日
）　

午
後
２
時
～
３
時

７
月
18
日
（
金
）
～
８
月
13
日
（
水
）

七
夕
飾
り
＆
か
ざ
ぐ
る
ま
を
作
ろ
う
！

ジ
ョ
ー
バ
ン
ジ
ョ
ー
・

　
　
　
　
　

ジ
ャ
グ
バ
ン
ド

ジ
ャ
グ
バ
ン
ド
と
は

　

ギ
タ
ー
、
バ
ン
ジ
ョ
ー
、
カ

ズ
ー
の
他
に
、瓶
や
壺
、洗
濯
板
、

モ
ッ
プ
の
杖
や
バ
ケ
ツ
な
ど
を

使
っ
て
演
奏
す
る
バ
ン
ド
形
態

の
こ
と
で
す
。

　

奴
隷
解
放
後
の
黒
人
た
ち
が

高
価
な
楽
器
類
を
身
の
ま
わ
り

の
物
で
代
用
し
、
気
軽
に
演
奏

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
　
　

◇　
　

◇　
　

◇

　

常
磐
道
周
辺
地
区
を
ホ
ー
ム

と
し
た
愉
快
な
バ
ン
ド
「
ジ
ョ
ー
バ
ン
ジ
ョ
ー
・
ジ
ャ
グ

バ
ン
ド
」
が
七
夕
ま
つ
り
に
登
場
で
す
。

　

情
報
セ
ン
タ
ー
で
は
、
石
岡
に
縁
の
深
い
都
々
逸
坊
扇

歌
の
代
表
作
「
た
ん
と
売
れ
て
も 
売
れ
な
い
日
で
も 

同

じ
機
嫌
の 

風
車
」
に
ち
な
み
、
か
ざ
ぐ
る
ま
を
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
に
し
て
い
ま
す
。
七
夕
に
は
、
手
作
り
の
か
ざ
ぐ

る
ま
を
配
布
し
ま
す
。皆
さ
ん
も
一
緒
に
作
り
ま
せ
ん
か
？

　

今
年
は
１
０
０
０
本
の
か
ざ
ぐ
る
ま
を
め
ざ
し
ま
す
！

Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会

　

   

参
加
者
募
集

　

と
っ
さ
の
場
面
で
役
に
立
つ
救
命
法
を
学
び
ま

し
ょ
う
。
話
題
の
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

を
使
っ
た
救
命
法
も
修
得
で
き
ま
す
。

日
時　

７
月
13
日
（
日
）
午
後
１
時
～
４
時

参
加
費　

無
料　
　

定
員　

20
名

懐
か
し
の
お
も
ち
ゃ
展　

第
２
弾

♪ 

「
懐
か
し
の
ヒ
ッ
ト
パ
レ
ー
ド
コ
ー
ナ
ー
」

で
は
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
を
使
っ
た
Ｓ
Ｐ
盤
が
聴
け

ま
す 

♪

※
７
月
９
日
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▲人物埴輪

※
７
月
30
日（
水
）は
、
臨
時
休
館
に
な
り
ま
す
。

時
の

記
憶

広報いしおか　№６６　２４



図
書
館
つ
う
し
ん

■ 

問
い
合
わ
せ　

石
岡
市
立
中
央
図
書
館 

中
央
図
書
館
２
階

《
７
月
の
お
は
な
し
玉
手
箱
》

・
５
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
〜

《
７
月
の
お
は
な
し
会
》

・
19
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
〜

中
央
公
民
館
和
室

《
７
月
の
お
は
な
し
フ
レ
ン
ズ
》

・
12
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
〜

◎
対
象
は
、
幼
児
か
ら
小
学
校
中

学
年
ぐ
ら
い
ま
で
。
ま
た
、
興
味

の
あ
る
方
は
ど
う
ぞ
お
出
で
く
だ

さ
い
。
い
ず
れ
も
時
間
は
約
30
分

で
す
。

   8月

【休　館　日】

  ７月
７・14
21・22
28・31

４・11
18・25

　

７
月
１
日
か
ら
、
夏
休
み
の
課
題

図
書
の
貸
し
出
し
を
始
め
ま
す
。
貸

し
出
し
は
ひ
と
り
１
冊
、
期
間
は
１

週
間
で
す
。
市
内
に
住
む
小
・
中
学

生
を
対
象
に
貸
し
出
し
ま
す
の
で
、

自
分
の
図
書
館
利
用
カ
ー
ド
で
借
り

て
く
だ
さ
い
。（
自
分
の
カ
ー
ド
が
な

い
場
合
は
、
住
所
を
確
認
で
き
る
も

の
を
持
参
し
て
カ
ウ
ン
タ
ー
で
作
成

し
て
く
だ
さ
い
）
課
題
図
書
は
、
各

公
民
館
図
書
室
で
も
借
り
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
図
書
館
で
は
小
学
１
〜

３
年
生
を
対
象
に
読
書
感
想
画
コ
ン

ク
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。
課
題
図
書

を
読
ん
だ
感
想
を
絵
に
表
現
し
て
、

コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
し
ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
く
は
、
夏
休
み
前
に
学
校
を

通
し
て
配
ら
れ
る
案
内
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

☎
２
４
・
１
５
０
７

《
課
題
図
書
の
貸
し
出
し
を

始
め
ま
す
！
》

《
夏
休
み
映
画
会
の
案
内
》

　
　
　

＝
入
場
無
料
＝

プ
ロ
グ
ラ
ム　
「
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
」

日
時　

７
月
27
日
（
日
）

＊
一
般
図
書
＊

「
世
界
一
受
け
た
い
授
業　

使
え
る

知
識
！
ｂ
ｅ
ｓ
ｔ
１
０
０
」　　

　

日
本
テ
レ
ビ
放
送
網

「
東
京
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ　

春
・
夏
編―

散
歩
師
21
人
の
ベ
ス

ト
コ
ー
ス
」　　

　

Ｔ
Ｂ
Ｓ
編　

講
談
社

「
写
真
で
俳
句
を
は
じ
め
よ
う
」　　

　

如
月
真
菜
著　

ナ
ツ
メ
社

「
い
ま
さ
ら
聞
け
な
い
手
紙
と
メ
ー

ル
の
常
識
」　

オ
レ
ン
ジ
ペ
ー
ジ

「
間
取
り
の
良
い
家
32
例
」　　
　
　

　

ニ
ュ
ー
ハ
ウ
ス
出
版

「
テ
ー
マ
パ
ー
ク
＆
レ
ジ
ャ
ー
ラ

ン
ド　

ハ
ン
デ
ィ
ｍ
ａ
ｐ
ガ
イ
ド

２
０
０
８
」　

ぴ
あ　
　
　
　

 

ほ
か

＊
児
童
図
書
＊

「
死
ん
で
も
懲
り
な
い
お
か
し
な
人

び
と
の
巻
」

　

沼
野
正
子
文
・
絵　

草
土
文
化

《
新
着
図
書
案
内
》

「
和
紙
の
絵
本
」　

　

農
山
漁
村
文
化
協
会

「
な
に
が
ほ
し
い
の
、
お
う
じ
さ

ま
？
」

　

ク
ロ
ー
ド
・
ｋ
．
デ
ュ
ボ
ワ
さ
く

　

ほ
る
ぷ
出
版

「
マ
ル
ガ
リ
ー
タ
と
森
の
ま
も
の
」　

　

工
藤
ノ
リ
コ
作　

あ
か
ね
書
房

「
バ
ス
が
き
ま
し
た
」

　

谷
川
晃
一
作
・
絵　

毎
日
新
聞
社

「
こ
ろ
ん
ち
ゃ
ん
と
か
ろ
ん
ち
ゃ
ん
」

　

あ
き
や
ま
た
だ
し
作
・
絵　

　

Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所　
　
　
　
　

ほ
か

午
前
10
時
15
分
〜（
上
映
時
間
75
分
）

会
場　

中
央
図
書
館　

３
階
読
書
室

対
象　

幼
児
・
児
童

景
観
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者
募
集
！

　

私
た
ち
の
住
む
石
岡
市
は
、
歴
史

的
建
造
物
や
豊
か
な
自
然
な
ど
、
美

し
い
景
観
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
今
後
、
市
民
・
事
業
者

な
ど
と
協
働
し
て
、
景
観
づ
く
り
を

総
合
的
に
進
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、景
観
形
成
基
本
計
画
を
策
定
し
、

市
民
と
共
有
で
き
る
基
本
方
針
な
ど

を
定
め
る
予
定
で
す
。

　

こ
れ
を
定
め
る
に
あ
た
り
「
景
観

づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
催

し
、
現
地
調
査
や
話
し
合
い
を
通
じ

て
石
岡
市
の
景
観
づ
く
り
を
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の

応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

開
催
回
数　

　

８
月
〜
11
月
に
５
回
程
度

応
募
資
格　

18
歳
以
上
で
市
内
に
住

ん
で
い
る
か
、
勤
務
し
て
い
る
方

募
集
人
数　

30
名
（
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

応
募
締
切　

７
月
11
日
（
金
）

応
募
方
法　

任
意
の
用
紙
に
、
氏

名
・
住
所
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
職

業
を
記
入
の
う
え
、
市
役
所 

都
市

計
画
課
に
直
接
持
参
す
る
か
、郵
送
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
に
よ
り

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

市
役
所 

都
市
計
画
課

〒
３
１
５-

8
6
4
0　

石
岡
市
石
岡
一
丁
目
１
番
地
１

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
２
９
８
）　

℻  
２
２
・
６
０
７
０

電
子
メ
ー
ル　

toshikei@
city.ishioka.lg.jp

▲岡田さん（左）と日野実行委員長（中央）

　石岡地区交通安全対策推進協議
会の交通遺児育英基金に、岡田佳
久作曲40周年記念チャリティーリ
サイタル実行委員会（日野あきら
実行委員長）から、リサイタルの
収益金の一部10万２千２円が寄付
されました。
　この基金は、交通事故で親を亡く
した石岡地区の子どもたちの育英資
金として役立てられています。

交通遺児育英基金へ
善意の寄付

２５　広報いしおか　№６６



　　

　 　　　　　　　　　 　

　　　　　

ハーモニーコーナー
か
が
や

き
の　
未来を拓

ひひ

く

　男
ひ
ひ
と
女 ひ
ひ

　

最
近
で
は
、
従
来
の
仕
事
優
先

の
考
え
方
か
ら
、
自
分
の
生
活
も

大
切
に
し
た
い
と
考
え
る
人
が
増

え
て
い
ま
す
。
も
っ
と
子
育
て
に

か
か
わ
り
た
い
、
余
暇
や
自
分
の

勉
強
時
間
が
ほ
し
い
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
、
地
域
活
動
を
し
た

い
、
定
年
後
の
準
備
を
し
た
い
な

ど
、そ
の
理
由
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

一
方
で
、
働
く
人
の
多
く
は
、

仕
事
中
心
の
生
活
と
な
る
傾
向
が

あ
る
よ
う
で
す
。
下
の
グ
ラ
フ
を

見
る
と
、
一
日
の
仕
事
で
疲
れ
、

退
社
後
な
に
も
や
る
気
に
な
れ
な

い
人
の
割
合
は
、
残
業
時
間
が
多

い
ほ
ど
高
い
傾
向
と
な
っ
て
い
ま

す
。こ

の
よ
う
な
中
で
注
目
さ
れ

て
い
る
の
が
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
（
仕
事
と
生
活
の
調

和
）」
で
す
。
こ
れ
は
、
仕
事
や

家
庭
生
活
、
地
域
生
活
、
自
己
啓

発
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
、

人
生
の
段
階
に
応
じ
て
自
己
の
希

望
す
る
バ
ラ
ン
ス
で
実
現
す
る
こ

と
が
、
生
活
の
充
実
や
業
務
の
向

上
、
そ
し
て
社
会
全
体
の
活
力
を

生
む
と
い
う
考
え
で
す
。
例
え
ば

定
年
を
迎
え
る
と
、
個
人
の
生
活

に
重
点
を
置
い
た
新
た
な
バ
ラ
ン

ス
が
、
生
活
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た

「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」

を
、
皆
さ
ん
も
考
え
て
み
て
は

い
か
が
で
す
か
。

市
で
は
、
次
の
日
程
で
セ
ミ

ナ
ー
を
行
い
ま
す
。
仕
事
中
心

の
生
き
方
を
リ
セ
ッ
ト
し
、
豊

か
で
充
実
し
た
人
生
を
送
る
ヒ

ン
ト
を
、
講
座
を
と
お
し
て
見

つ
け
ま
せ
ん
か
。
年
齢
を
問
わ

ず
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
ご
夫

婦
で
の
参
加
も
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

◆
日
時　

７
月
26
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

◆
場
所　

ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡

ひ
ま
わ
り
の
館

◆
講
師　

㈱
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
リ
ン
ク
代
表

取
締
役
社
長　

藤
咲　

徳
朗

　

◆
問
い
合
わ
せ　

 　

市
役
所 

企
画
課

 　

男
女
共
同
参
画
担
当  

 　

☎
２
３
・
１
１
１
１

　
　
　
　
　
（
内
２
２
２
）

　

生
活
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

生
活
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

携
帯
電
話
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意
！

■
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
市
役
所
内
）

☎
２
２
・
２
９
５
０　

月
～
金
曜
日

午
前
10
時
～
正
午

午
後
１
時
～
４
時
30
分

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

◎
携
帯
電
話
番
号
を
用
い
た
架
空
請

求
メ
ー
ル
は
、
送
信
先
の
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
を
知
ら
せ
な
く
て
も
、
同
じ

携
帯
電
話
会
社
で
あ
れ
ば
、
電
話
番

号
だ
け
で
メ
ー
ル
の
送
受
信
が
で
き

る
仕
組
み
を
悪
用
し
た
も
の
で
す
。

＊
Ｓ
Ｍ
Ｓ
、
シ
ョ
ー
ト
メ
ー
ル
（
Ｎ

Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
）、Ｃ
メ
ー
ル
（
ａ
ｕ
）、

ス
カ
イ
メ
ー
ル
（
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
）

な
ど

◎
連
絡
す
る
と
、
利
用
し
て
い
な
い

に
も
関
わ
ら
ず
費
用
な
ど
を
請
求
さ

れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
個
人
情
報
も

漏
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

◎
身
に
覚
え
が
な
い
、
利
用
し
た
覚

え
が
な
け
れ
ば
絶
対
に
連
絡
を
し
て

は
い
け
ま
せ
ん
。

定
年
後
の
幸
せ
な
生
活
に
向
け
て

　

携
帯
電
話
の
番
号
で
、
送
受
信
で

き
る
メ
ー
ル
で
登
録
・
利
用
し
た
覚

え
の
な
い
サ
イ
ト
に
関
す
る
請
求
を

受
け
た
と
い
う
相
談
が
多
く
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
利
用
し
た
覚
え
が
な

い
の
に
、
退
会
処
理
を
口
実
に
支
払

い
を
求
め
て
く
る
手
口
で
す
。

【
受
信
メ
ー
ル
の
例
】

　
『
こ
の
度
、
現
在
お
客
様
ご
使
用

中
の
携
帯
端
末
よ
り
、
発
信
者
端
末

電
子
名
義
認
証
を
行
い
、
以
前
ご
登

録
さ
れ
ま
し
た「
総
合
情
報
サ
イ
ト
」

か
ら
、
無
料
期
間
中
に
退
会
処
理
が

さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
、
登
録
料
が

発
生
し
、
現
在
未
払
い
と
な
っ
た
状

態
の
ま
ま
放
置
さ
れ
ま
す
と
…
…
利

用
規
約
に
と
も
な
い
、
お
客
様
の
身

辺
調
査
了
承
後
、
後
日
回
収
機
関
に

よ
り
調
査
費
・
回
収
費
用
を
含
め
、

ご
自
宅
、
お
勤
め
先
、
第
三
者
へ
の

満
額
請
求
へ
と
代
わ
り
ま
す
。

　

現
在
調
査
保
留
中
に
つ
き
、
処
理

を
ご
希
望
で
あ
れ
ば
早
期
に
精
算
、

退
会
処
理
デ
ー
タ
抹
消
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。　

ご
連
絡
先
○
○
○
』

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
ぜ
ひ
相
談
く
だ
さ
い
。

■
市
役
所
１
階 

相
談
室
（
毎
週
木
曜
日
）

■
八
郷
総
合
支
所
１
階 

相
談
室
（
今
月
は
７
月
22
日
（
火
））

問
い
合
わ
せ
・
相
談
予
約
先　

市
役
所 

企
画
課 

男
女
共
同
参

画
担
当　

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
２
２
２
）

女性のための
困りごと相談

～ 

生
活
環
境
に
応
じ
た
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を 

～

「１日の仕事で疲れ、退社後何もやる気になれない」人の割合
※
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構　

労
働
政
策
研

究
報
告
書
よ
り
抜
粋

％

月間超過労働時間

※
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
を
受
け
た

と
き
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
相

談
く
だ
さ
い
。

広報いしおか　№６６　２６



　
　

    

短　
　

歌　
　

        

東
大
橋　

森　

美
千
瑠

夕
暮
れ
の
暗
き
海
よ
り
湧
き
た
ち

て
白
き
波
頭
は
巌
に
崩
る

国　

府　

大
西　

和
子

杖
に
縋
っ
て　

家
か
ら
庭
へ

　

萌
え
る
大
地
の　

草
を
踏
む

総　

社　

鈴
木　

虚
心

や
っ
と
退
院　

心
も
晴
れ
て

　

若
葉
ま
ぶ
し
く　

目
に
し
み
る

貝　

地　

前
島
く
に
子

若
葉
芽
を
吹
く　

新
緑
冴
え
て

　

恋
も
芽
生
え
て　

鳴
く
小
鳥

根
当
西　

椎
名
加
都
子

植
え
た
苗
木
も　

大
き
く
育
ち

　

地
球
温
暖　

助
け
舟

柿　

岡　

野
口
由
紀
子

胸
の
不
満
を　

優
し
く
受
け
て

　

洗
い
流
し
て　

く
れ
る
友

東
石
岡　

惣
野
代
英
子

五さ
つ
き月

若
葉
に　

恋
風
乗
せ
て

　

想
い
届
け
よ　

彼か

の
ひ
と
に

下　

林　

額
賀　

力
江

伸
び
た
草
な
ら　

刃
鎌
で
刈
る
が

　

夢
で
亡
夫
と　

逢
っ
た
夜
る

下　

林　

加
藤　

弥
生

父
の
重
石
と　

母
御
の
愛
は

　

育
つ
子
供
の　

道
標

柿　

岡　

鈴
木　

千
代

道
義
す
た
れ
て　

世
の
中
狂
う

　

金
に
溺
れ
て　

人
傷
め

下　

林　

関
口
み
ど
り

避
け
て
通
れ
ぬ　

憂
き
世
の
道
に

　

老
い
に
注
い
だ　

愛
の
日
々

　
　

俳

句
三　

村　

今
泉　

し
げ

過
去
未
来
ゆ
っ
く
り
ふ
ら
こ
こ
漕

ぐ
ば
か
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
谷
津　

大
関　

ひ
さ

ひ
た
む
き
に
生
き
た
青
春
昭
和
の
日

泉　

町　

石
神　

秋
羅

柳
絮
と
ぶ
天
寿
で
逝
き
し
師
を
乗

せ
て

南　

台　

伊
藤　

光
子

廃
線
の
沈
黙
隠
す
花
筵

東
光
台　

野
村　

洋
子

葱
坊
主
遣
る
気
を
包
む
で
か
い
服

八
軒
台　

竹
内　

林
書

美
し
く
老
ゆ
る
を
希
う
夏
燕

吉　

生　

土
佐　

汀
風

は
か
ど
ら
ぬ
ト
ン
ネ
ル
工
事
山
笑
ふ

柿　

岡　

松
田
と
く
子

山
裾
に
人
の
動
く
は
耕
し
か

　
　
　
　
　

嘉
良
寿
理　

島
田
美
沙
生

囀
り
の
奥
に
ぞ
在
す
火
伏
神

　
　
　
　
　

    

柴　

内　

羽
生　

 

俊

麗
か
や
杖
を
頼
り
に
日
々
散
歩

文
芸
い
し
お
か

府　

中　

山
口
ふ
み
子

も
ろ
も
ろ
の
物
価
上
昇
諾
ふ
も
多

く
の
人
び
と
不
安
訴
ふ

総　

社　

諏
訪
ハ
ツ
エ

勤
務
地
に
向
か
ふ
車
は
水
張
田
に

写
れ
る
影
と
と
も
に
急
げ
り

北
府
中　

梶
山
サ
ヨ
子

雲
ひ
く
き
歩
崎
岬
に
桜
咲
く
鶯
も

啼
き
て
杜
は
賑
は
ふ

　
　
　
　
　
　

  
茨　

城　

鈴
木　
　

緑

増
上
寺
上
人
御
忌
の
献
茶
式
御
堂

の
屋
根
に
花
吹
雪
舞
う

井　

関　

田
口　

房
子

み
は
る
か
す
三
叉
沖
は
煙
ら
ひ
て
真

向
ふ
常
夜
灯
に
桜
舞
ひ
散
る

　
　
　
　
　
　

  

柴　

内　

 

羽
生　

   

俊

恩
師
よ
り
吾
れ
の
好
み
の
本
い
た

だ
き
心
に
し
み
て
希
望
湧
き
た
り

山　

崎　

荒
井　

幸
子

母
の
手
を
取
り
て
桜
を
仰
ぐ
時
ゆ

ら
ゆ
ら
満
開
こ
こ
ろ
倖
せ

山　

崎　

田
口
三
倭
子

紫
へ
白
の
絣
が
は
ゆ
る
牡
丹
欲
し

く
思
ふ
も
大
き
一
鉢

山　

崎　

西
口
は
ま
子

病
み
つ
き
に
な
る
と
言
は
れ
て
こ
の

年
も
巡
る
飛
鳥
路
わ
が
郷
に
似
る

　
　
　

俚　

謡

文
化
協
会
だ
よ
り

石
岡
吟
詠
詩
舞
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

栃
本　

蘭
風

　

詩
吟
が
趣
味
と
し
て
、
静
か
な
ブ
ー

ム
を
呼
ん
で
い
る
訳
は
、
詩
吟
の
持
つ

大
衆
性
と
普
及
性
。
更
に
は
、
次
の
様

な
有
利
な
側
面
が
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う

と
、
有
名
大
学
の
教
授
を
歴
任
さ
れ
た

工
学
博
士
後
藤
文
雄
先
生
は
述
べ
て
い

ま
す
。

・
一
人
で
何
時
で
も
何
処
で
も
楽
し
め

て
然
も
金
が
か
か
ら
な
い
こ
と
。

・
趣
味
と
し
て
も
上
品
で
老
若
男
女
に

か
か
わ
り
な
く
長
続
き
す
る
。

・
漢
詩
に
つ
い
て
の
教
養
が
身
に
つ
く
。

・
詩
吟
は
僅
か
二
分
足
ら
ず
で
で
き
る

一
種
の
発
声
呼
吸
法
で
、
健
康
に
優
れ

た
効
果
が
あ
る
。

・
吟
友
が
沢
山
で
き
て
生
活
が
楽
し
く
な

り
、
発
表
会
な
ど
で
一
緒
に
楽
し
め
る
。

・
東
洋
的
な
美
し
い
情
緒
に
浸
れ
る
。

　

こ
の
様
に
、
詩
吟
即
ち
吟
詠
詩
舞
道

は
、
日
本
古
来
の
伝
統
芸
と
し
て
幅
広

い
年
齢
層
の
方
々
に
親
し
ま
れ
な
が
ら

今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
漢
詩
に
は
人
生
の
指
針
た
る

詩
文
が
数
多
く
あ
り
、
学
ぶ
ほ
ど
に
心

が
豊
か
に
な
る
思
い
が
し
ま
す
。

　

こ
う
し
た
立
派
な
賢
人
た
ち
の
作
詩

の
妙
を
生
涯
の
心
の
糧
と
し
て
楽
し
み

な
が
ら
、
わ
た
し
た
ち
と
一
緒
に
口
ず

さ
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　
　

童
話
へ
の
旅

　
　
　
　
　
　
　
　
　

打
田　

昇
三

    

市
民
ず
い
ひ
つ

　

ア
ン
デ
ル
セ
ン
は
恋
物
語
な
ど
で

デ
ビ
ュ
ー
し
た
が
後
援
者
に
示
唆
さ

れ
見
聞
の
た
め
に
祖
国
デ
ン
マ
ー
ク

を
離
れ
て
ド
イ
ツ
を
手
始
め
に
29
回

も
他
国
を
訪
れ
た
。
二
度
目
の
旅
は

失
恋
も
あ
っ
て
イ
タ
リ
ア
の
辺
境
と

言
え
る
ソ
レ
ン
ト
半
島
を
回
り
、
出

世
作
「
即
興
詩
人
」
の
構
想
を
得
た

と
い
う
。

　

日
本
で
も
森
鷗
外
の
名
訳
が
明
治

浪
漫
文
学
の
記
念
塔
と
称
さ
れ
た
作

品
で
あ
る
。「
伊
太
利
に
名
ど
こ
ろ

多
し
と
雖

い
へ
ど
も、
こ
の
ア
マ
ル
フ
ィ
イ

の
右
に
出
づ
る
も
の
少
か
る
べ
し

…
…
」
千
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
断
崖
絶

壁
に
張
り
付
く
よ
う
に
建
つ
ア
マ
ル

フ
ィ
イ
は
八
世
紀
頃
か
ら
ベ
ネ
チ
ア

な
ど
と
競
っ
た
海
運
港
湾
都
市
国
家

と
し
て
栄
え
た
が
十
字
軍
以
降
に
衰

退
し
て
い
た
。
そ
の
栄
華
の
跡
と
古

代
ロ
ー
マ
を
興
し
て
追
わ
れ
た
エ
ト

ル
リ
ア
人
の
定
着
地
と
い
う
ア
ン
バ

ラ
ン
ス
な
歴
史
、
そ
し
て
奇
勝
絶
景

が
、
生
い
立
ち
と
文
章
の
技
法
に
コ

ン
プ
レ
ッ
ク
ス
の
有
っ
た
ア
ン
デ
ル

セ
ン
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
の
で

あ
ろ
う
か
。

　
「
即
興
詩
人
」
を
発
表
し
た
ア
ン

デ
ル
セ
ン
の
名
声
は
広
ま
っ
た
が
、

彼
は
突
如
と
し
て
童
話
作
家
に
転
向

し
て
人
々
を
驚
か
せ
た
。「
童
話
こ

そ
彼
の
本
領
」
と
認
め
ら
れ
た
の
は

「
人
魚
姫
」
が
発
表
さ
れ
て
か
ら
の

こ
と
と
聞
く
が
、
ア
マ
ル
フ
ィ
イ
で

開
花
し
た
文
豪
と
し
て
の
才
能
が
「
即

興
詩
人
」
一
作
で
消
え
た
と
は
考
え
た

く
な
い
。

２７　広報いしおか　№６６
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わが家の
アイドル

石　岡
妹の世話をよくしてくれる優衣。お姉
ちゃんと遊ぶのが大好きな寧音。
パパとママから　二人仲良く健やかに
育ってね♥

　間　優
ゆ い

衣ちゃん（４歳）

　　   寧
ね ね

音ちゃん（1 歳）

美　術　館
平成19年度

「家庭の日」図画コンクール

優秀賞
「家族でもちつき」

島田拓
た く む

夢さん（国府中１年）

優秀賞
「おせち」

平野那奈さん（石岡中１年）

最優秀賞
「家族団らん」

富田康裕さん（国府中１年）

【中学生の部】

※学年は、旧学年（平成 19 年度）で掲載しています。

爆笑ライブ　　石岡ｉｎ

◆日時　8 月 2 日（土）
　【1 回目】　午前 11 時 30 分～（開場 11 時）
　【2 回目】　午後 2 時 30 分～  （開場 2 時）
◆会場　石岡市民会館
◆出演者　桜塚やっくん・ヒライケンジ・永井佑一郎
　東京０３・ジョイマン・ふくろとじ・ＧＯ！皆川
◆入場料　3,000 円（当日券 3500 円）
　※ 3 歳以上は有料です
　※全席指定となります
◆チケット発売日　6 月 29 日（日）午前 9 時～
　※電話予約は、午後１時から市民会館のみ受付
◆チケット取扱所　
　石岡市民会館・中央公民館
　石岡ＳＣぱれっと１Ｆインフォメーション（午前 10 時～）
◆問い合わせ　石岡市民会館（総社一丁目 2 番 5 号）
　　　　　　　☎ 22-5187 ▲ＧＯ！皆川

（石岡市出身）

▲桜塚やっくん

▲ヒライケンジ

▲永井佑一郎

▲東京０３
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